










中学校３年間、発明クラブに通い、もの
づくりの楽しさを知り、将来ものづくり
に携わりたいという思いと、テレビの映
像を自分でも制作してみたいという思い
が重なり、映像制作会社である「有限会
社アニモ」に就職しました。現在、ＣＭな
どの映像編集の仕事に携わっています。

　夏休みの宿題で、大好きなおばあちゃんの
ために何か役立つものを作りたいと思い、工具
を借りに発明クラブへ行ったのが、通うように
なったきっかけです。発明クラブに行くと、工
具の使い方や、どのように作ったら、より安全
で、良いものが作れるかなど、とても親身に
なって教えてくださる先生方ばかりで、通うの
が楽しかったのを覚えています。先生方のおか
げで、発明くふう展で特別賞を受賞し、世界青
少年発明工夫展でベトナムに行かせていただき
ました。そこでは、初めて触れ合う他国の人や、
他国の発明品など、私にとってとてもよい刺激
になりました。また、その時作った「おばあちゃ
んの靴べらステッキ」は、近くの老人ホームにプ
レゼントさせていただいたのですが、その時の
喜んでいただいた姿が、今でも忘れられません。

　今はテレビCMや、企業VP
などを制作する、映像制作会社
の編集部という部署で働いてい
ます。撮影してきた映像や、グラ
フィックデザインなどを使い、
編集やデザインを組む仕事をし
ています。それは、お客様に渡る
最終段階の仕事で、この編集し

た映像によってとらえ方が変わってくるため、とても重要なポジションです。
　映像をクライアントさんが見て喜んでくださる姿を見た時は本当に嬉し
いですし、やりがいがあります。また、自分が携わった映像が、実際にテレビで
流れているのを見た時の達成感や喜びは、発明クラブに通っていた当時に感
じたものと通ずる部分があると思います。

碧南市少年少女発明クラブ ～総括指導員の話～
　碧南市の発明クラブ発足時は、本人が中学１年生で、クラブ員として常
時活動には参加できませんでしたが、碧南市創意くふう展に向けて、アイ
デア工作教室に熱心に通っていました。おばあちゃんが大好きで、おばあ
ちゃんの役に立つものを作りたいという一心で、いろいろなアイデアを出
しながら製作活動をしていました。中学２年生のときに、立ったままでも
靴が履きやすくなる作品を作り、全日本学生児童発明くふう展で特別賞を
受賞しました。熱心な取り組みの成果だったと思います。とにかく、おばあ
ちゃんの喜ぶ顔を見たいという思いがとても印象に残っています。

センパイからのメッセージ
　昔から物を作ることは大好きで、よく家でも工作はしていましたが、家ではどうしても限界がありました。その時出会ったのが、発
明クラブです。行ってみると、使ってみたかった道具や、見たことのない機械などがたくさんあり、私にとっては夢のような場所でし
た。また、この発明クラブでの素敵な出会いや、相手のことを想い、物を作るにはどういう工夫が必要か考える力など、ここで学んだこ
とはとても大きく、将来仕事をする上で役立ちます。皆さんも物を作る楽しさを感じてください。

この印刷物は80%リサイクル用紙と、環境に
やさしい植物油インキを使用し、有害な廃液が
出ない水なし印刷方式で印刷しています。
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使用しています

碧南市少年少女発明クラブ(愛知県)

お名前

プロフィール

40年以上の歴史をもつ少年少女発明クラブ。
これまで何人ものクラブ員たちが活躍してきました。
当時の発明クラブ員たちは、今では立派な大人。
いったいどんなところでどんな活躍をしているの？
センパイ図鑑で調べてみよう！vol.20

『人との出会いや、相手のことを想い
物を作る』ということを学び、
今の私があります。
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